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報道関係者 各位 

2019年 4月 16日 

オプテックス株式会社 

（東証一部上場 オプテックスグループ株式会社） 

 

シャッターセンサー「OAM-EXPLORER」で欧米のシャッター市場に参入 

搬入出頻度の高い工場・倉庫の開閉に安全性と環境効率の向上を提供 

 

オプテックス株式会社（本社：滋賀県大津市、代表取締役社長:上村 透、以下「オプテックス」)は、欧州、北米に

おいてシャッター市場に参入し、第一弾としてシャッターセンサー「OAM-EXPLORER」を 5月より順次発売を開始いたしま

す。日本の自動ドアやシャッター市場で培ったセンシング技術を応用し、フォークリフトや作業者が共存する工場や倉庫で

利用されるシャッターの安全性と環境効率の向上により、作業環境の最適化を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャッターセンサー「OAM-EXPLORER」 

 

工場や倉庫などの施設では搬入口や各区画間の空調効率ならびに運搬効率を上げる目的で軽量素材を用いた高

速開閉シャッターが多く設置されています。こういった開閉部周辺では、荷物運搬のフォークリフトなどの車両と作業者が頻

繁に行き交うため、車両と人の接触事故のないよう一層の安全性の確保が求められています。また、物流のスムースな流

れをつくるだけでなく、不要な開閉をなくし空調やエネルギー効率を向上させ、異物混入の低減による衛生管理への配慮

も必要です。オプテックスでは、自動ドアセンサーで培った世界各国のエントランスにおけるノウハウと国内でのシャッターセン

サーの実績をもとに、安全と環境効率を両立した製品を開発し、当製品を皮切りに巨大市場である欧州、北米のシャッタ

ー市場の開拓を進めてまいります。 
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【特長】 

① 車両や歩行者のシャッター周辺の安全を実現 

‣広い検出エリアを構成し、移動スピードが速いフォークリフトや車両を確実に検出、タイムリーな開閉とシャッター付近は、

静止体を検出することで安全性を向上します。 

マイクロウェーブと近赤外線のデュアルテクノロジーが実現しています。 

‣センサーはシャッター付近の回転灯や音声などのアラーム機器と連動し、近づく車両や歩行者を検出すると反対側に 

設置されたアラーム機器による警告で、出会い頭の接触事故をなくし、安全を確保します。 

 

② 効率的なアクセスによる省エネルギーや室内環境の快適化 

‣シャッター前を横切る車両を判別し、シャッターの不要な開閉を排除できるため、防塵や防音など建物内部の環境保 

持や空気の外部流出を防止するといった空調効率の向上による省エネルギーに貢献します。 

 

③ ユーザビリティの配慮で作業効率アップ 

‣簡単に設置できる設計を施し、施工時間は従来比半減を実現しています。 

‣地上でスマートフォンを使って簡単に設定できるため、危険を伴っていた高所での作業を大幅に軽減できます。 

 

 

当製品は、信頼性の高いセンサー性能と、世界中のシャッター市場で求められる要件を満たしており、今後同市場向けラ

インナップを強化してまいります。そして世界各国の工場や倉庫での安全、安心、快適な作業環境の提供を推進してまいり

ます。 

 

 

 

■本件に関するお問い合わせ先■ 

オプテックス株式会社 広報・販促課 大塚 暁子 

TEL：077-579-8000 | e-mail：oj-pr@optex.co.jp 


